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市
民
憲
章
推
進
大
会
は
11
月
３
日
、
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
約
１
５
０
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
リ
ン
ド
ウ
産
地
の
礎
を
築
い
た
𠮷
池

貞
藏
へ
の
名
誉
市
民
称
号
記
贈
呈
式
の
ほ
か
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
市
勢
功

労
者
表
彰
、市
民
憲
章
推
進
協
議
会
長
表
彰
、第
25
回
少
年
少
女
の
詩「
江
間
章
子

賞
」授
与
式
も
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）。

　
ま
た
、活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、市
民
憲
章
が
市
民
運
動
と
し
て
定
着

す
る
よ
う
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
大
会
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
名
誉
市
民
称
号
記
贈
呈

𠮷
池　
貞て

い
ぞ
う藏

【
事
績
】リ
ン
ド
ウ
の
優
良
品
種
・
独
自
品
種

の
開
発
に
尽
力
し
、日
本
一
の
リ
ン
ド
ウ
産

地
に
育
て
上
げ
、市
の
産
業
の
発
展
に
寄
与

◆
市
勢
功
労
表
彰

◎
功
労
表
彰

工
藤　
剛つ

よ
し（

五
百
森
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

本
堂　
文ふ

み
お夫（
舘
沢
）

小
野
寺　
良よ

し
お男（
舘
沢
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し

て
、
市
民
生
活
の
安
定
に
寄
与

村
瀬　
誠ま

こ
と（

柏
台
三
丁
目
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
行
政
連
絡
員
と
し

て
、
行
政
運
営
の
推
進
に
寄
与

戸
澤　
照て

る
こ子（

畑
１
区
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
民
生
連
絡
員
と
し

て
、
市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

髙
橋　
達た

つ
や也（

小
福
田
）

武
田　
竜り

ゅ
う
じ二（

大
石
平
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
防
犯
隊
員
と
し

て
、
地
域
安
全
の
向
上
に
寄
与

◎
特
別
表
彰

工
藤　
信し

ん
た
ろ
う

太
朗（
両
沼
）

【
事
績
】第
38
回
Ｕ
20（
20
歳
未
満
）日
本
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
男
子
３
０
０
０
㍍
に

お
い
て
、大
会
新
記
録
で
優
勝

１

２３４

８

◎
善
行
表
彰

故　
工
藤　
修お

さ
む

【
事
績
】遺
言
に
よ
り
、市
発
展
の
た
め
多

額
の
金
品
を
寄
付
し
、
市
勢
運
営
に
寄
与

八
幡
平
市
建
設
協
同
組
合

【
事
績
】
公
共
施
設
管
理
用
車
両
を
寄
贈

し
、
地
域
活
動
の
振
興
に
寄
与

柳
澤　
一か

ず
ひ
ろ弘（
松
川
）

遠
藤　
勝か

つ
の
り典（

川
原
目
）

加
藤　
正ま

さ
ひ
こ彦（
五
百
森
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
献
血
を
続
け
、
積

極
的
に
献
血
推
進
運
動
に
寄
与

◎
感
謝
状

伊
藤　
實み

の
る（

寺
田
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
介
護
施
設
な
ど
で

傾
聴
活
動
を
行
い
、多
彩
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
続
け
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
貢
献

佐
々
木　
重し

げ
み
つ光（

中
村
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
田
頭
小
の
庭
木
や

花
壇
の
植
木
の
剪せ

ん
て
い定
作
業
を
行
い
、
学
校

の
環
境
整
備
に
貢
献

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
た
ん
ぽ
ぽ
」

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
田
頭
小
に
お
い
て

読
み
聞
か
せ
活
動
を
行
い
、
児
童
の
読
書

推
進
に
貢
献

伊
藤　
政ま

さ
こ子（

南
寄
木
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
寄
木
小
児
童
の
安

全
確
保
の
た
め
、
登
校
時
間
帯
の
見
守
り

活
動
に
貢
献

髙
橋　
和か

ず
お夫（

北
寄
木
）

【
事
績
】親
子
２
代
に
わ
た
り
寄
木
小
の
農

業
体
験
学
習
に
指
導
者
と
し
て
携
わ
り
、

児
童
の
農
業
学
習
に
貢
献

（
医
）山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク　
八
幡
平
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク　
院
長　
小
西　
峯
生

【
事
績
】市
と
連
携
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種（
小
児
接
種
）に
尽
力

し
、市
民
の
生
命
健
康
を
守
る
こ
と
に
寄
与

◆
協
議
会
長
表
彰

後
藤　
武た

け
し（

駅
前
一
区
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
大
更
地
区
街
路
灯

管
理
連
絡
会
の
代
表
者
と
し
て
、
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

小
林　
仁し

の
ぶ（
椛
沢
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
協
議
会

長
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
の
組
織
運
営
や

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

畠
山　
義よ

し
お雄（
五
日
市
４
区
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
自
治
会
の
代
表
者

と
し
て
、組
織
運
営
な
ど
の
地
域
づ
く
り

に
貢
献

伊
藤　
重し

げ
の
ぶ伸（

五
日
市
４
区
）

小
山
田　
洋よ

う
こ子（

五
日
市
1
区
）

小
山
田　
繁し

げ
お雄（
五
日
市
1
区
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
地
域
組
織
の
役
員

と
し
て
、
組
織
運
営
な
ど
の
地
域
づ
く
り

に
貢
献

工
藤　
英ひ

で
お雄（

苗
石
田
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
地
域
の
学
校
施
設

な
ど
に
花
卉き

を
提
供
し
、地
域
住
民
の
情
緒

豊
か
な
生
活
に
寄
与

関　
秀ひ

で
や彌（
仲
町
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
地
域
振
興
協
議
会

会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
特
に
田
山
小
の
農

園
活
動
を
支
援
し
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献

遠
藤　
京き

ょ
う
こ子（
帷
子
）

田
村　
キ
ノ
エ（
時
森
）

立
花　
怜れ

い
こ子（

畑
１
区
）

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
婦
人
会
活
動
に
携
わ

り
、
地
域
福
祉
の
向
上
や
地
域
振
興
に
貢
献

松
尾
自
然
森
林
愛
護
少
年
団

【
事
績
】永
年
に
わ
た
り
八
幡
平
の
外
来
種

駆
除
な
ど
自
然
森
林
愛
護
活
動
を
続
け
、

森
林
保
全
に
寄
与

◆
江
間
章
子
賞

◎
江
間
章
子
賞

▽
低
学
年　
遠
藤　
陽は

る
ま真（

寺
田
小
１
年
）

▽
中
学
年　
泉
山　
優ゆ

う
ま真（

田
山
小
3
年
）

▽
高
学
年　
加
藤　
晄こ

う
だ
い大（

田
頭
小
6
年
）

▽
中
学
校　
伊
藤　
華か

ほ穂（
西
根
一
3
年
）

◎
市
長
賞

▽
低
学
年　
伊
藤　
菜な

な

こ々子（
平
舘
小
1
年
）

▽
中
学
年　
工
藤　
歩ふ

ゆ由（
平
舘
小
3
年
）

▽
高
学
年　
立
柳　
永と

あ愛（
松
野
小
6
年
）

▽
中
学
校　
髙
橋　
琉る

か華（
西
根
2
年
）

◎
教
育
長
賞

▽
低
学
年　
森　
優ゆ

う
か香（
田
頭
小
２
年
）

▽
中
学
年　
髙
橋　
柑か

ん
な奈（

柏
台
小
４
年
）

▽
高
学
年　
工
藤　
美み

ほ歩（
田
頭
小
６
年
）

▽
中
学
校　
大
堀　
優ゆ

の乃（
河
南
１
年
）

６

５

７

1佐々木孝弘市長から名誉市民称号記が贈られ、あいさつ
をする𠮷池貞藏氏　2市民憲章を唱和をする瀬川愛子協
議会副会長　3市勢功労表彰を受賞した工藤剛氏　4善
行表彰を受賞した市建設協同組合遠藤忠志理事長　5協
議会長表彰を受賞した松尾自然森林愛護少年団千葉美空団
長　6小学校低学年部門で江間章子賞を受賞した遠藤陽
真くん　7大会決議の提案をする伊藤一彦協議会自然愛
護部会長　8安比塗りの賞状を贈られた「江間章子賞」入
賞者の児童生徒

市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催

を
た
た
え
て

功
績
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歳入

30億3,974万円30億3,974万円
（12.6％）（12.6％）

13億9,274万円13億9,274万円
（5.8％）（5.8％）

6億8,914万円6億8,914万円
（2.9％）（2.9％）

15億246万円15億246万円
（6.2％）（6.2％）

84億2,392万円84億2,392万円
(35.0％）(35.0％）

30億4,960万円30億4,960万円
（12.7％）（12.7％）

29億9,613万円29億9,613万円
（12.5％）（12.5％）

18億9,245万円18億9,245万円
（7.9％）（7.9％）

10億6,730万円10億6,730万円
（4.4％）（4.4％）

自主財源自主財源
（27.5％）（27.5％）歳入

依存財源依存財源
（72.5％）（72.5％）

　
９
月
８
日
か
ら
30
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
、

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
６
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
決
算
の
内
容
を
、
財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標
と
併
せ
て

紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課
財
政
係（
☎
・
内
線
１
２
０
１
）

　

３
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入（
収
入
）

は
、
２
４
０
億
５
３
４
７
万
円
で
し
た
。

　

一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
た
の
は
、

地
方
交
付
税
の
84
億
２
３
９
２
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
４
億
４
９
０
９
万
円

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
、

市
債
の
30
億
４
９
６
０
万
円（
前
年
度

よ
り
６
億
１
８
３
０
万
円
の
増
）で
、

３
番
目
が
市
税
の
30
億
3
９
７
４
万
円

（
前
年
度
よ
り
２
４
１
２
万
円
の
増
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
う
ち
、
市
が
自
主
的
に
徴
収
で

き
る
自
主
財
源
は
66
億
２
４
０
８
万
円
で

前
年
度
よ
り
２
億
９
７
６
５
万
円
多
く
な

り
、
国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
る
依
存

財
源
が
１
７
４
億
２
９
４
０
万
円
で
前
年

度
よ
り
４
億
５
４
０
４
万
円
減
少
、前
年

度
に
比
べ
自
主
財
源
比
率
が
１
・
３
㌽
多

く
な
り
ま
し
た
。

歳出

29億2,561万円29億2,561万円
（12.5％）（12.5％）

59億725万円59億725万円
（25.2％）（25.2％）

21億7,933万円21億7,933万円
（9.3％）（9.3％）

40億3,156万円40億3,156万円
（17.2％）（17.2％）

20億5,025万円20億5,025万円
（8.7％）（8.7％）

8億506万円8億506万円
（3.4％）（3.4％）

13億1,035万円13億1,035万円
（5.6％）（5.6％）

31億7,816万円31億7,816万円
（13.6％）（13.6％）

1億6,513万円1億6,513万円
（0.7％）（0.7％）

1,139万円1,139万円
（0.0％）（0.0％）

8億5,727万円8億5,727万円
（3.7％）（3.7％）

2,768万円2,768万円
（0.1％）（0.1％）

234億 240億

◆特別会計・企業会計の決算状況
会 計 名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険（事業勘定） 32億9,869万円 32億1,557万円

後期高齢者医療 2億9,213万円 2億9,169万円

水道事業
収益的収支 5億4,430万円 4億8,716万円

資本的収支 2億4,047万円 ４億4,073万円

下水道事業
収益的収支 11億2,396万円 10億3,296万円

資本的収支 ４億1,349万円 １億4,067万円

病院事業
収益的収支 17億7,831万円 16億4,389万円

資本的収支 １億7,380万円 ２億    16万円

地
方
交
付
税
は
５
・
６
％
増

自
主
財
源
比
率
は
１・３
㌽
増

市税市税

繰入金繰入金

繰越金繰越金

その他の自主財源その他の自主財源

地方交付税地方交付税

市債市債

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

その他の依存財源その他の依存財源

総務費総務費

議会費議会費

民生費民生費

衛生費衛生費

労働費労働費

農林水産業費農林水産業費

商工費商工費

土木費土木費

消防費消防費

教育費教育費

災害復旧費災害復旧費 公債費公債費

詳細はこちら﻿

※歳入歳出ともに、金額は１万円未満を、割合は小数点以下第２位を四捨五入している
ため、合計が合わない場合があります。

万円4,905 5,347万円

令和３年度

決
算
状
況
を

　

報
告
し
ま
す

◆ ３年度の主な事業（抜粋）

松尾保育所整備事業﻿ 新型コロナウイルスワクチン接種事業﻿ 平舘コミュニティセンター整備事業﻿

歳出
　
一
般
会
計
の
歳
出（
支
出
）は
、
２
３
４

億
４
９
０
５
万
円
で
し
た
。

　
一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
た
の
は
、
民

生
費
の
59
億
７
２
５
万
円
で
、
子
育
て
支

援
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
生
活
保
護
な
ど
に
加
え
、
松
尾
保
育

所
整
備
事
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
経
済
対
策
関
連
経
費
と
し
て
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

給
付
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年

度
よ
り
16
億
１
４
４
６
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
次
に
多
い
の
が
農
林
水
産
業
費
の

40
億
３
１
５
６
万
円
で
、
例
年
行
っ
て
い

る
事
業
に
加
え
、
繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
な
ど
を
行
い
、
前
年
度
よ
り
16
億

８
３
４
２
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率

（
※
１
）は
前
年
度
よ
り
１・
１
㌽
改
善
し

97
・
２
％
、
財
政
力
指
数（
※
２
）は
前
年
度

と
同
数
の
０
・
30
で
し
た
。
ま
た
、
地
方
債

残
高
は
前
年
度
よ
り
１
億
１
８
３
万
円
減

少
し
、
１
７
２
億
２
８
６
４
万
円
と
な
り
、

基
金
残
高
は
前
年
度
よ
り
６
億
５
３
６
万

円
減
少
し
、
66
億
13
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
な
ど
に

努
め
、
今
後
も
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

繁
殖
育
成
セ
ン
タ
ー
整
備
な
ど

農
林
水
産
業
費
が
71
・
７
％
増

※１　経常収支比率
　人件費や扶助費、公
債費の義務的経費など
に 充 て た 一 般 財 源 の
額を一般財源の総額で
割ったものです。数値
が低いほど財政運営に
弾力性があり、政策的
に使えるお金が多くあ
ることを示しています。

※２　財政力指数
　市税などの基準財政収
入額を基準財政需要額で
割って得た数値の過去３
カ年の平均値です。数値
が高いほど財源に余裕が
あることを示しています。
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⑶　定員適正化計画の状況

28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 ３年度

目標 366人 364人 361人 363人 361人

実績 370人 364人 356人 353人 360人 364人
＜定員適正化計画＞
組織機構の見直しや民間委託の推進などによって、職員
数の削減と効果的な行財政運営を行うための計画

⑵　年次休暇の取得状況（３年）

与えられる日数 １ 人当たりの平均取得日数

１年につき２０日 12.2日

⑶　育児休業などの取得状況（３年度）

区 分 男 性 女 性 合 計

育児休業 １人 ５人 ６人

部分休業 ０人 １人 １人

介護休暇 ０人 ０人 ０人
＜育児休業＞
子を養育するために、その子が３歳になるまで休業する
ことができる。
＜部分休業＞
小学校就学前の子を養育するために、勤務時間の一部（１
日２時間以内）を休業することができる。
＜介護休暇＞
２週間以上介護が必要な状態となった家族を介護するた
め、６カ月の期間内で取得することができる。

⑷　分限・懲戒処分の状況（３年度）

分 限
処 分

休職 降任 免職 合計

２人 ０人 ０人 ２人

懲 戒
処 分

戒告 減給 停職 免職 合計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

＜分限処分＞
病気などのために職務を十分に果たせない場合など、公
務の能率を維持するために行う処分
＜懲戒処分＞
道路交通法違反をはじめとする法令違反などがあった場
合、規律と秩序を維持するために行う処分

⑸　公務災害の認定状況（３年度）

公務災害 通勤災害 合 計

２件 １件 ３件

⑹　健康診断の実施状況（３年度）

項 目
実施状況

対象者数 受診者数 受診率

循環器系検診 ３68人 ３68人 100.0％

胃がん検診 258人 152人 58.9％

婦人検診 １48人 102人 68.9％

大腸がん検診 258人 188人 72.9％

前立腺がん検診 63人 59人 93.7％

１　職員の任免および職員数の状況

⑴　職員数の状況（各年４月１日現在）

部 門
職員数

前年度比
3年 ４年

一般行政部門 257人 257人 ±０人

教育部門（教育委員会） 19人 17人 －2人

公営企業等部門
（水道・病院など） 88人 91人 +３人

合 計 364人 365人 +１人
※一般行政部門は、民生や農林、商工、土木部門などの

仕事に従事する職員をいう。

⑵　採用と退職の状況（３年度）

採用者数 退職者数

22人 21人

２　勤務時間などの勤務条件や分限・
　　懲戒処分、福利厚生などの状況

⑴　勤務時間の状況（４年４月１日現在）

１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り

勤務時間 休憩時間

38時間45分
（１日７時間45分）

午前８時半から
午後５時１５分まで

正午から
午後１時まで

⑹　期末・勤勉手当の支給状況（３年度）

区 分 ６月期 12月期 合 計

期末手当 1.275カ月分 1.275カ月分 2.55カ月分

勤勉手当 0.95カ月分 0.95カ月分 1.90カ月分

⑺　退職手当の状況（４年4月１日現在）

勤 続
年 数

支給率

自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695カ月分 24.586875カ月分

25年 28.0395カ月分 33.27075カ月分

35年 39.7575カ月分 47.709カ月分

限度額 47.709カ月分 47.709カ月分

⑻　時間外休日勤務手当の支給状況（３年度）

区 分 支給総額 １ 人当たり
 支給年額

３年度 　　  9,８５２万円 　28万9,000円

２年度 8,965万9,000円 　25万5,000円
※千円未満は四捨五入

⑼　その他手当の状況（４年４月１日現在）

区 分 内 容

扶養手当

主として職員の扶養を受ける親族がいる
職員に支給
・配偶者、父母など＝月額1人6,500円
・子＝月額1人10,000円
※16～22歳の子は5,000円加算

住居手当
賃貸住宅に住んでいる職員に支給
・賃貸住宅＝家賃に応じて月額27,000円
以内

通勤手当
片道２㌔以上の通勤距離で、交通機関の
利用または自動車などを使用する職員に
支給

⑽　特別職の報酬など（４年4月１日現在）

区 分 給料・報酬（月額） 期末手当

市 長 77万6,000円

６月期＝1.675カ月分
12月期＝1.675カ月分
　計　　3.35カ月分

副市長 62万円　　　　　

教育長 57万2,000円

議 長 37万5,000円

副議長 31万5,000円

議 員 30万円　　　　　

３　職員の給与の状況

⑴　人件費の状況（３年度一般会計決算）

歳出額 うち人件費 人件費率

234億4,905万円 27億6,260万円 11.8％

⑶　ラスパイレス指数の状況

区 分 30年度 元年度 ２年度 ３年度

八幡平市 96.9 96.7 96.2 96.6

全国市平均 99.1 98.9 98.9 98.8
＜ラスパイレス指数＞
国家公務員の給与水準を「100」とした場合の給与水準を
表す指数

⑷　平均年齢・平均給料月額の状況
（４年４月1日現在）

区 分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職 40.7歳 30万8,753円

技能労務職 50.4歳 31万　924円

⑸　初任給と経験年数・学歴別の給料月額
（４年４月１日現在）

区 分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒

初任給 17万1,700円 15万　600円 14万7,900円

経
験
年
数

10年 24万8,900円 21万9,500円 21万4,200円

15年 29万4,300円 25万3,600円 25万3,400円

20年 32万4,100円 30万　600円 27万3,900円

⑵　給与費の状況（３年度一般会計決算）

※職員数は一般会計に所属する人数

給料給料
10億10億8,264万円万円
（64.1％）（64.1％）

その他手当その他手当
1億7,567万円1億7,567万円
（10.4％）（10.4％）

期末・勤勉手当期末・勤勉手当
４億3,１２５万円４億3,１２５万円
（25.5％）（25.5％）

給与費計給与費計
16億8,957万円16億8,957万円

（職員数288人）（職員数288人）

　
市
職
員
の
人
数
や
給
与
な
ど
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

人
事
行
政
の

運
営
状
況
を

公
表
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
先
】総
務
課

行
政
係（
☎
・
内
線
１
２

３
３
）

詳細はこちら﻿
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市役所からのHOT LINE

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
現
金
の
寄
付
】

▼
㈱
北
日
本
銀
行
…
10
月
26
日
、

市
の
学
校
図
書
へ
の
貢
献
を
目
的

に
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
は
令
和
５
年
度
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験（
追
加
募
集
）を

行
い
ま
す
。

■
職
種【
採
用
予
定
数
】、受
験
資
格

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施

初
級
事
務【
若
干
名
】

昭
和
５６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

初
級
事
務（
障
が
い
者
採
用
）【
１
名
】

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
の

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
療
育
手
帳

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

看
護
師【
若
干
名
】

看
護
師
免
許（
令
和
５
年
３
月
末
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を

有
し
、昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

介
護
福
祉
士【
若
干
名
】

介
護
福
祉
士
資
格（
令
和
５
年
３
月

末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）を
有
し
、
昭
和
52
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
受
験
案
内　

市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど

価
格
高
騰
の
影
響
が
大
き
い
次
の

世
帯
に
価
格
高
騰
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
世
帯

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

価
格
高
騰
給
付
金
を
支
給

■
試
験
日　
５
年
１
月
15
日
㈰

■
試
験
会
場　
八
幡
平
市
役
所

■
申
込
期
限　
12
月
28
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課
行
政

係（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）

詳細はこちら﻿

詳細はこちら﻿

対
象
❶　
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
も
満
た

す
世
帯

①
４
年
９
月
30
日
に
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
世
帯
全
員
が
４
年
度
住
民
税
均

等
割
非
課
税
で
あ
る
世
帯　

対
象
❷　
家
計
急
変
世
帯

　
次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
も
満
た

す
世
帯

①
４
年
９
月
30
日
に
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
予
期
せ
ず
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の
世
帯

全
員
が
、
４
年
度
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯　

▼
対
象
❶
、
❷
の
い
ず
れ
も
住
民
税

均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
な
ど
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
な
ど
は
、支
給
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

肥
料
・
飼
料
の
価
格
高
騰

対
策
補
助
金
申
請
を
受
付
中

　
市
は
肥
料
や
飼
料
の
価
格
高
騰

に
よ
り
経
営
に
影
響
を
受
け
て
い

る
農
業
経
営
体
、
畜
産
経
営
体
を

詳細はこちら﻿

支
援
す
る
た
め
、
肥
料
や
配
合
飼

料
の
購
入
に
対
し
次
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　
所
定
の
申
請
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書

類
を
添
付
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
で
の
申

請
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

申
請
用
紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

農
林
課
ま
た
は
西
根
・
安
代
各
総

合
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
12
月
28
日
㈬

◎
肥
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

■
対
象
者　
市
内
に
住
所
ま
た
は

所
在
地
を
有
す
る
人
で
、
販
売
を

目
的
と
し
て
農
産
物
を
生
産
し
て

い
る
農
業
経
営
体

■
対
象
と
な
る
肥
料　
４
年
１
月

１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納
品

さ
れ
た
肥
料

■
補
助
金
額　
肥
料（
堆
肥
な
ど

の
有
機
肥
料
を
除
く
）購
入
費
の

10
分
の
１
以
内
の
額　

※
補
助
限
度
額
は
、
農
業
経
営
体

の
区
分
に
よ
り
50
万
円
か
ら

２
０
０
万
円

詳細はこちら﻿

■
申
請
・
問
い
合
わ

せ
先　
農
林
課
農
政

推
進
係（
☎
・
内
線

１
３
４
０
）

◎
飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
補
助
金

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
ま
た

は
所
在
地
を
有
す
る
人
で
、
販
売

を
目
的
と
し
て
肉
用
牛
、
乳
用

牛
、
肥
育
豚
、
種
豚
、
肉
用
鶏
、

採
卵
鶏
な
ど
を
飼
育
し
て
い
る

畜
産
経
営
体

■
対
象
と
な
る
飼
料　
４
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
に
納
品

さ
れ
た
配
合
飼
料

■
補
助
金
額　
配
合
飼
料
購
入
１

㌧
当
た
り
６
０
０
円　

※
補
助
限
度
額
は
、
１
０
０
万
円

■
申
請
・
問
い
合
わ

せ
先　
農
林
課
畜
産

係
（
☎
・
内
線

１
３
３
５
）

■
受
給
権
者　
世
帯
主

■
給
付
額　
１
世
帯
に
つ
き
５
万
円

■
申
請
方
法

対
象
❶　

給
付
金
の
支
給
対
象

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯

に
は
確
認
書
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
❷　
申
請
書
は
地
域
福
祉
課
、

西
根・安
代
各
総
合
支
所
ま
た
は
田

山
支
所
か
ら
交
付
を
受
け
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、世
帯
全
員
の
同
一

月
の
収
入
を
確
認
で
き
る
書
類
や

振
込
口
座
の
写
し
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
付
し
、持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
５
年
１
月
31
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係
（
☎
・
内
線

１
１
１
３・１
１
１
４・１
１
１
５
）

各種表彰

秋の褒章

【黄綬褒章　業務精励】

八幡 冨
ふ じ お

士男 さ
ん＝秋葉＝

【事績】
　昭和42年から写真家として
55年3カ月にわたって活動し
ています。写真教室を開き後進
の育成を行うほか、平成16年に
は県写真館協会会長、18年から
は東北６県写真師連合会参与な
どを歴任して、産業振興と技能
者の地位向上に大きく貢献して
います。

高齢者叙勲

【旭日単光章　地方自治功労】

齋藤 仁
じ ん い ち

一 さ
ん＝畑２区＝

【事績】
　昭和55年に旧安代町議会議
員に当選以来、3期12年間にわ
たって地方自治の伸展に寄与し
ました。産業建設常任委員会副
委員長などを歴任し、地域の教
育・文化・福祉の向上や生活環
境の整備、産業の振興などに尽
力し、地域の発展に大きく貢献
しました。

秋の褒章

【緑綬褒章　社会奉仕活動功績】

中軽米 こう子 さ
ん＝寄木新田＝

【事績】
　平成7年から食生活改善推
進員として27年にわたって活
動しています。県食生活改善推
進員団体連絡協議会会長などを
歴任。行政と地域の健康課題を
共有することを心掛け、食育活
動や郷土料理の伝承に尽力し、
地域の健康課題の予防に大きく
貢献しています。

秋の叙勲

【旭日中綬章　地方自治功労】

田村　正
ま さ ひ こ

彦 さ
ん =笹目=（元八幡平市長）

【事績】
　平成17年10月、合併に伴い誕生した八幡平市の初代市長
として、当選以来４期16年の長きにわたり、旧西根町議会
議員、県議会議員の経験を生かし、卓越した識見と高い指
導力を持ち、常に将来に目を向けた見地から地方自治の伸
展と地域の発展に大きく寄与しました。
　特にも、地域が考え、実行する「協働のまちづくり」を推
進し、市内12カ所に地域振興協議会を設立。活動の拠点と
してコミュニティセンターを設置し、地域の自治機能の強
化に尽力しました。
　また、岩手山や八幡平の自然を生かした観光振興、スポー
ツ施設の整備による市民のスポーツ振興の推進など、市勢
の発展に大きく貢献しました。

受章おめでとうございます受章おめでとうございます

　　政府政府はは秋の叙勲、秋の叙勲、秋の褒章、秋の褒章、高齢者叙勲をそれぞれ発表高齢者叙勲をそれぞれ発表
しました。しました。
　本号では受賞者の長年にわたる功績を紹介します。　本号では受賞者の長年にわたる功績を紹介します。
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市役所からのHOT LINE

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　
市
は
冬
の
安
全
な
交
通
を
確
保

す
る
た
め
、
市
の
管
理
す
る
道
路

な
ど
の
除
雪
を
し
て
い
ま
す
。

◎
早
朝
か
ら
の
作
業
に
理
解
を

　
朝
の
通
勤
・
通
学
路
を
確
保
す

る
た
め
、
早
朝
か
ら
除
雪
作
業
を

し
ま
す
。
作
業
に
よ
る
騒
音
に
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い

　
作
業
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越

え
て
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作

業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と
は

危
険
で
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
宅
地
周
辺
の
除
雪
に
協
力
を

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先

な
ど
に
除
雪
し
き
れ
な
か
っ
た
雪

が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
宅
地

入
口
な
ど
の
除
雪
は
、
各
家
庭
で

お
願
い
し
ま
す（
路
面
が
で
こ
ぼ

こ
に
な
る
な
ど
危
険
で
す
の
で
、

雪
は
道
路
に
絶
対
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
）。ま
た
、屋
根
か
ら
の
落

雪
を
防
ぐ
た
め
の
雪
止
め
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

■
除
雪
作
業
を
頼
め
ま
す

　
市
建
設
協
同
組
合
で
は
、個
人
や

事
業
所
を
対
象
に
、有
料
で
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
住
宅
周
辺
、私
道
な
ど

の
除
雪
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
組
合

員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
料
金　
左
表
の
通
り

■
申
込
先　

市
建
設
協
同
組
合

（
☎
７０
・
２
２
１
１
）

手作業除雪（屋根の雪下ろし含む）

１時間単価（１人） ３，850 円

作業・機種 １時間単価

住宅排除雪運搬

２㌧車 8,580 円

４㌧車 10,450 円

10㌧車 14,080 円

ホイールローダ
（バケット使用）

小 型 14,850 円

中 型 17,820 円

大 型 24,200 円

ホイールドーザ
（排土板使用）

小 型 17,600 円

中 型 23,760 円

大 型 30,800 円

乗用ロータリ

小 型 18,040 円

中 型 25,850 円

大 型 48,840 円

ハンドガイド式
手押ロータリ

小 型 12,100 円

中 型 13,200 円
※料金はいずれも標準料金で、地形や積雪の状
況、難易度により変更になる場合があります。業
者から事前に現地を見てもらい、見積金額を確認
後、依頼してください。

■
雪
捨
て
場
を
解
放
し
ま
す

　
市
は
西
根
・
松
尾
地
区
に
そ
れ

ぞ
れ
指
定
の
雪
捨
て
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
。市
内
に
住
宅
が
あ
る
人

で
あ
れ
ば
、誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
雪
捨
て
場　
下
の
地
図
の
通
り

■
利
用
時
間　

▽
西
根
地
区（
❶
）　
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で（
３
月
31
日
㈮
ま
で
）

▽
松
尾
地
区（
❷
・
❸
）　
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
❶
の
雪
捨
て
場
は
、近
く
に
大
久

保
自
治
公
民
館
が
あ
り
ま
す
の
で
、

公
民
館
の
出
入
り
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
に
指
定
さ
れ
た
場
所
に

雪
を
捨
て
て
く
だ
さ
い
。５
㌧
以
上

の
車
両
は
進
入
不
可
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
管
理

係（
☎
・
内
線
１
３
０
１
）

除
雪
の
作
業
に
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◆住宅周辺、生活私道の排除雪サービス料金
（税込み）

市
指
定
の
雪
捨
て
場

❸市道前森線敷地の赤川橋付近 ❷さくら公園旧観光協会前駐車場 ❶平舘地区・旧学校給食センター跡地

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

市
道
平
舘
大
更
線
（
旧
国
道
２
８
２
号
）
至
盛
岡

平舘
高校

平舘
コミセン

雪捨て場

（旧学校給食センター）

大久保自治
公民館

雪捨て場

赤
川

県
道
　
柏
台
松
尾
線

松
尾
八
幡
平
Ｉ
Ｃ

東
北
自
動
車
道

至八幡平 八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

至温泉郷

至八幡平

旧
観
光
協
会 雪捨て場

駐車場

さくら公園

民
生
委
員
・
児
童
委
員

一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
改
選

が
12
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
、
福
祉
に
関
す

る
相
談
・
援
助
活
動
を
行
う
身
近

な
相
談
役
で
す
。
主
任
児
童
委
員

は
、
複
数
の
地
区
に
わ
た
り
、
児

童
福
祉
を
専
門
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
各
委
員
と
も
任
期
は
、
12
月

1
日
か
ら
令
和
７
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

の
住
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
の

で
、
相
談
者
と
同
じ
目
線
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

法
律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を

守
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
相
談
内
容
が
委
員
や
関
係
機

関
以
外
に
伝
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
自
身
の
行
政
区
を
担
当
す
る
委

員
に
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
は
、

左
記
担
当
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課

福
祉
総
務
係（
☎・内
線
１
１
１
５
）

◆民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略）　※太字は新任の委員
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 38 笹目 川　原　二三子 71
畑１区

藤　村　辰　之
1 駅前一区 田　村　惠　子 39 松久保 選考中 72 立　花　義　弘
2 駅前二区 佐々木　優美子 40 山崎 田　村　知　子

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸　澤　照　子

3 上町 江刺家　多恵子 41 堀切 松　浦　清　功
4 仲町 宇津宮　貴　子 42 寺田新田 遠　藤　浩　子 74 畑２区 村　上　和　子
5 下町一区 工　藤　裕　子 43 野口 佐々木　きみゑ 75 荒屋新町 土　屋　智　子
6 下町二区 寺　島　聡　子 44 寺田 伊　藤　　　實 76 新町中央 三　浦　榮　𠮷
7 下町三区 元　木　八重子 45 帷子 伊　藤　安　男 77 荒屋 杉　江　茂　子
8

松川
髙　橋　正　彦 46 土沢 藤　澤　　　修 78

秋葉
田　鎻　恵　子

9 山子澤　孝　子 47 若谷地 小　林　維　子 79 大　森　修　子
10 山後 田　村　まき子 48 川原目 小野寺　敦　子 80 曲田横間 　　　　富美子
11 岡村、山子沢 田　村　市　郎 49 上関 小野寺　光　正 81 五日市１区 小山田　克　則
12 大石平 三　浦　ミ　ネ 50 荒木田 小野寺　幸　子 82 五日市２区 羽　澤　千代子
13 渋川 竹　田　み　よ 51 舘沢 山　本　秀　子 83 五日市３区 滝　沢　信　子

14 渋川開拓、
白屋 工　藤　純　子

松尾地区 84 五日市４区 伊　藤　義　幸
52 安比高原 柿　沼　敏　夫 85

浅沢第１
佐　藤　慶　子

15
北村

佐々木　要　一 53 小屋の沢、時森 杣　澤　秋　子 86 北　口　勝　子
16 森　　　真由美

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

87 浅沢第２ 山　本　　　栄
17

両沼
工　藤　久美子 88 苗石田 川　又　登志子

18 工　藤　正　光 55 松尾 伊　藤　忠　弘 89 新興矢神 角　舘　多恵子
19 中関 田　村　富美男 56 中松尾 葛　　　文　世 90 栗木田、平長 三　浦　寅　男
20 五百森 工　藤　曉　子 57 野駄 乙　部　惠　子 91 杉沢、田山上 佐　藤　泰　平
21 中村 遠　藤　秀　子 58 上野駄 遠　藤　千惠子 92 田山下 安　保　和　子
22 間羽松 遠　藤　京　子 59 中沢、前森 鳥谷部　ゆかり 93 愛の山 関　　　祐　司
23 舘腰 伊　　　　　敏 60 北寄木 髙　橋　靖　子 94 石名坂 工　藤　　　健
24 町組 三田村　　　昇 61

南寄木
髙　橋　敬　一 95 折壁 齊　藤　　　武

25 高宮 工　　　義　昭 62 髙　橋　サキエ 96 日瀬通 三　浦　弘　美
26 薬師 本　堂　新　吉 63 寄木新田 髙　橋　恵千子 97 舘市 山　本　さゆり
27 上平笠 伊　藤　マツ子 64 上寄木 髙　橋　正　市 98 兄畑 山　本　ハ　ヨ
28 中平笠 伊　藤　恵美子

65 畑、柏台一丁目
（一部） 髙　橋　まゆみ

99 兄川 関　　　　　梓
29 下平笠 伊　　　紀　子 主任児童委員
30 南平笠 吉　田　浅　子 66 金沢 小　玉　吉　子 地　区 氏　名
31 東 　　原　美喜子 67 八幡平温泉郷 小　松　範　子 １ 大更 滝　澤　ミツエ
32 大久保 田　村　　　勇

68 柏台三丁目、
二丁目（一部） 中軽米　博　昭

２ 田頭 工　　　順　子
33 共新 井　上　節　子 ３ 平舘、寺田 松　浦　　　操
34 小福田 佐々木　寿　子

69 柏台一丁目、二
丁目 柳　澤　勝　子

４ 松尾、野駄 藤　田　三喜子
35 大泉 盛　内　セ　ツ ５ 寄木、柏台 渡　部　京　子
36 駅前、わし森 鈴　木　ハマ子 安代地区 ６ 荒沢 畠　山　卓　子
37 椛沢 伊　藤　和　則 70 細野、豊畑 荒　川　美津子 ７ 田山 大　森　玲　子
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday
※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎７6-３１１1）

糖尿病内科 毎週火曜日　　　　　午前中
耳鼻科 毎週水曜日　　　　　午前中
循環器内科 毎週水曜日　　　　　１0：００～
心臓・血管外科 第２木曜日　　　　　午前中
血液内科 第３水曜日（奇数月）　１４：００～
脳神経外科 第１木曜日　　　　　１４：００～
神経内科 第３木曜日　　　　　１0：００～
整形外科 第１・３・５火曜日　 9：００～

安代診療所（☎７２-３１１５） 内科 第２木曜日　　　　　午前中
※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科、整形外科を除く）は、内科で初診を受け、
医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） なかのクリニック（☎22-7335）
平舘クリニック（☎74-3120） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 福永医院（☎35-3117）

大里医院（☎22-1251）
大湯リハビリ病院（☎37-3511）
本田医院（☎35-3002）
鹿角中央病院（☎23-4131）

▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
　小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。
▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
　盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

12月16日㈮
10：0０～15：００ 要相談 市民課

（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） 1月12日㈭
10：００～15：3０ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎０１９-６２３-６２１１）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1064 ）

※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） 日本調剤薬局（☎30-1193）
すみれ薬局（☎78-8075） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
白樺薬局（☎74-3363） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎71-1001）
大更調剤薬局（☎70-1320）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
※　新型コロナウイルス感染症への対応による変更
岩手医科大学付属病院（医大）が小児救急受入病院当番制から一時脱退しています。
今後の動向により変更の可能性がありますので、最新情報は盛岡市医師会のウェブ
サイトで確認してください。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
12月12日〜1月15日
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市税納期（納期限１月31日）　国民健康保険税（第７期）市税納期（納期限12月26日）　市県民税（第４期）、国民健康保険税（第６期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝１歳児健診

【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（荒沢地区）
■体育協会＝スポーツセミ
ナー　18：30～20：00（市総合
運動公園体育館会議室）
■大更コミセン＝第30回大更
地区ビニールバレーボール
リーグ　19：30～21：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝そば打ち体
験教室　10：00～13：00
■健康福祉課＝▶１歳６カ月
児健診【受付】　13：00～13：30

（市役所多目的ホール棟）▶２
歳６カ月児歯科健診【受付】　
14：00～14：15（市役所多目的
ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（田山地区）

■五日市コミセン＝「あづま
るべ」10：00～12：00
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■大更コミセン＝第30回大更
地区ビニールバレーボール
リーグ　19：30～21：00

■大更コミセン＝大更婦人
学級「第５回講座」　 9：00～
12：00
■健康福祉課＝健診結果説明
会　10：00～12：00（市役所多
目的ホール棟）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（大更コミセ
ン）
■まちづくり推進課＝定例行
政相談　9：30～12：00（市役所
本庁舎）

■図書館休館日
■健康福祉課＝▶乳幼児健
康相談・離乳食教室【受付】　
9：30～9：40（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）▶親子教室【受付】　
9：30～9：55（ 市 役 所 多 目 的
ホール棟）
■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（安代総合支所）
■大更コミセン＝第30回大更
地区ビニールバレーボール
リーグ　19：30～21：00

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶献血　9：30～
12：00（ＪＡ新いわて八幡平営農
経済センター）、14：00～16：30

（市役所多目的ホール棟）
■大更コミセン＝そば打ち体
験教室　10：00～13：00

■選挙管理委員会＝明るい選
挙啓発ポスターコンクール市
入賞作品展　終日（市役所結
のひろば）　※１月15日まで
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学「第７回講座＆閉講式」　
10：00～13：00
■ 田 頭 コ ミ セ ン ＝ イ ル ミ
ネーション点灯式＆夢灯り　
16：00～17：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日 ■図書館休館日 ■図書館休館日（図書整理日） ■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）福永医院▶当番薬
局（市内）白樺薬局・（鹿角）未
定

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日
■防災安全課＝市消防出初式　
10：40～12：00（市役所本庁舎
前駐車場）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）

■広報はちまんたい発行日 ■平舘コミセン＝世代間交流
事業「ミズキ飾り」　9：30～
11：30
■健康福祉課＝献血　10：00～
12：00（安代総合支所）
■大更コミセン＝映画上映会　
10：00～15：30

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）本田医院 ▶当番
薬局（市内）柏台薬局・（鹿角）
未定

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）リリィ薬局西根
店・（鹿角）未定

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■成人の日
■市役所閉庁日

■博物館休館日
■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～15：00（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　
17：15～19：00（市民課）
■荒屋コミセン＝移動図書
12：00～14：30（田山地区）
■健康福祉課＝３歳児健診

【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
12：50～14：50（松尾地区内）

■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：40（松尾地区内）

■大更コミセン＝新春コン
サート・大更婦人学級閉講式　
10：00～13：00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）すみれ薬局・（鹿角）黒
沢薬局

26	

2	

12/12	 13	 14	 16	

19	 21	 22	 23	

27	 28	 29	 30	

3	 4	 5	 6	

20	

15	

9	 10	 11	 12	 13	

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶クリスマスお話
会　14：30～15：00▶Tom＆
Tam Story Time 特別編①　
16：00～17：30

■市役所閉庁日
■体育協会＝第49回市男女混
合バレーボール大会　9：00～
12：00（市総合運動公園体育館）
■図書館＝▶クリスマスお話
会　11：00～11：30▶Tom＆
Tam Story Time 特別編②　
14：30～16：00

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）なかのクリニック
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）日本調剤薬局

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶クリスマスお話
会 ①　11：00～12：00 ▶ ク リ
スマスお話会②　14：30～15：
30

■市役所閉庁日
■図書館＝▶クリスマスお話
会　11：00～11：30

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院▶
当番薬局（市内）すみれ薬局・

（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

■元日
■市役所閉庁日
■博物館休館日
■図書館休館日

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）大里医院▶当番薬
局（市内）柏台薬局・（鹿角）未
定

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）大湯リハビリ病院
▶当番薬局（市内）大更調剤薬
局・（鹿角）未定

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝寺田地区雪
上運動会　9：00～12：00

■市役所閉庁日
■マイナンバー本庁窓口休日臨
時開庁　9：00～12：00（市民課）
■文化スポーツ課＝田山クロ
スカントリー大会（田山グラ
ウンド）　※9日まで

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）柏台薬局・（鹿角）未定

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん 　 11：00～11：30、 14：30～
15：00▶Tom＆Tam Story 
Time　15：00～15：30
■文化スポーツ課＝▶県中学
校・高等学校スキー大会（安
比高原スキー場、田山グラウ
ンド、矢神飛躍台）▶県スキー
選手権ノルディック種目（田
山スキー場ほか）　※両大会
とも16日まで

■市役所閉庁日
■五日市コミセン＝「あづま
るべ」10：00～12：00

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）白樺薬局・（鹿角）未定

17	 18	

25	

31	 1/1	

7	 8	

14	 15	

24	

■議会事務局＝市議会12月定
例会・休会 （予定）

■議会事務局＝市議会12月定
例会・議案審議 （予定）

■議会事務局＝市議会12月定
例会・委員長報告 （予定）
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1103

子育てＮＥＷＳ

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1102

◆申し込み対象　小学１年生から６年生
までの児童で、保護者などが保育するこ
とができないと認められる場合

　市内の各学童保育クラブでは、令和５年度学童
保育クラブの入会申し込みを受け付けます。

学童保育クラブの入会学童保育クラブの入会
申し込みを受け付けます申し込みを受け付けます

学童保育クラブ名 電話番号 学童保育クラブ名 電話番号
❶杉の子ホーム 76-3345
　◎問い合わせ先　杉の子こども園（☎76-3345）
❷大更学童保育クラブ 70-1771 ❸大更第二学童保育クラブ 70-1771
❹東大更学童保育クラブ 70-1503 ❺平笠学童保育クラブ 68-7156
　◎❷～❺の問い合わせ先　ＮＰＯ法人あそぼっこ（☎68-7677）
❻田頭学童保育クラブ 76-3205 ❼平舘学童保育クラブ 080-5567-4011
❽寺田学童保育クラブ 77-1133 ❾松野学童保育クラブ 74-4071
❿寄木学童保育クラブ 76-2171 ⓫柏台学童保育クラブ 78-3153
⓬あしろ学童保育クラブ 72-2644 ⓭田山学童保育クラブ 080-5575-0383
　◎❻～⓭の問い合わせ先　ＮＰＯ法人七時雨いきいきネットワーク（☎77-2750）

詳細はこちら﻿

◆申込書の配布　各学童保育クラブ
◆申込期限　５年２月28日㈫　ただし、❶杉の子
ホームは随時受け付けます。
◆提出書類など　入会申込書、就労証明書また
は申立書、スポーツ安全保険加入金（１人当たり
９００円）
◆申込先　入会を希望する学童保育クラブ
◆連絡・問い合わせ先　下表の通り

市
内
保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

市
内
保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

歳
ま
で
の
児
童
で
、

保
護
者
が
就
労（
１
カ

月
60
時
間
以
上
）、
妊

施設名
公
立
寺田保育所 松尾保育所
柏台保育所 田山保育所

私
立

東慈寺保育園 杉の子こども園
（保育認定）

森の子保育園
（小規模保育）

平舘こども園
（保育認定）

大更こども園
（保育認定）

あしろこども園
（保育認定）

畑保育園
（小規模保育）

ままいろはうす
（家庭的保育）

■令和５年度市内保育施設の一覧

　
市
は
令
和
5
年
度
保
育
施
設
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
対
象　
0
歳
か
ら
5詳細はこちら﻿

娠
、
出
産
、
疾
病
、
介
護
、
災
害
、

求
職
な
ど
を
理
由
に
、
家
庭
で
保

育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

▼
産
休
・
育
休
中
の
保
護
者
で
復

職
す
る
人
や
3
月
末
ま
で
に
転
入

予
定
で
住
所
が
確
定
し
て
い
る
人

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▼
求
職
中
の
場
合
は
、
入
所
期
間

が
３
カ
月
で
短
時
間
保
育
と
な
り

ま
す
。

■
必
要
書
類　
入
所
申
込
書
な
ど

は
、
12
月
20
日
㈫
か
ら
地
域
福
祉

課
、
西
根
・
安
代
各
総
合
支
所
、

田
山
支
所
お
よ
び
各
保
育
施
設
に

備
え
付
け
ま
す
。
必
要
書
類
は
各

家
庭
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
で
に
入
所
し
て
い
る
人
に
は
、

入
所
施
設
か
ら
現
況
届
な
ど
の
必

要
書
類
を
配
布
す
る
の
で
、
施
設
に

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
５
年
１
月
４
日
㈬

か
ら
20
日
㈮
ま
で　
※
平
日
の
み

■
受
付
場
所　
地
域
福
祉
課
、
西

根
・
安
代
各
総
合
支
所
ま
た
は
田
山

支
所
に
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　

▼
対
象
年
齢
や
保
育
の
実
施
内
容

は
各
保
育
施
設
で
異
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
が
多
い
場
合
は
、
入
所

調
整
し
ま
す
。

▼
満
３
歳
以
上
で
、
幼
稚
園
ま
た

は
、
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
部
門
の
申

し
込
み
は
、
直
接
施
設
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
入
所
の
可
否　
入
所
の
基
準
を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
し
た

後
、
保
育
の
必
要
性
の
高
い
順
に
入

所
決
定
し
、
３
月
上
旬
こ
ろ
に
入
所

の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

林業界従事者のための 
退職金制度があります

　林業退職金共済制度（林退共）
は、林業界で働く人のために国が

国民年金保険料の免除・ 
納付猶予申請が可能です

　国民年金保険料を納付すること
が経済的に困難な場合は、本人から
の申請により、保険料の納付猶予ま
たは全額もしくは一部（４分の１、
半額、４分の３）が免除になる制度
があります。免除の割合に応じて、
一定の年金額が保証されるほか、万
が一の際の障害年金や遺族年金の
保障を確保することができます。市
民課国保年金係または西根・安代
各総合支所、田山支所か近くの年金
事務所に相談してください。
■問い合わせ先　▶ねんきん加
入者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）▶
盛岡年金事務所（☎０１９－６２３－６２１１）

15歳～49歳を対象にした 
就職・転職などの相談会

　もりおか若者サポートステー
ションでは、就職活動をしている
がなかなか決まらない、転職を考
えているなど、就職に関する相談
会を開きます。参加は無料です。
■日時　12月19日㈪❶午後１時
半から❷午後２時半から ※各
回１人（組）
■場所　大更コミュニティセンター
■予約期限　12月15日㈭午後５時
■予約・問い合わせ先　同ステー
ション（☎019-625-8460）

春休みの期間を利用して 
海外研修してみませんか

　（公財）国際青少年研修協会で
は、春休み海外研修交流事業の

国の平和と安全守る 
自衛官候補生の募集

　自衛隊では、自衛官候補生を募
集します。
■種目　自衛官候補生
■試験日　５年1月16日㈪から20
日㈮までの指定する１日
■申し込み資格　入隊予定月の
１日現在で18歳以上33歳未満の
人（学歴・資格は不問）
■申込期限　12月19日㈪
■入隊予定　5年3月下旬から４
月上旬
■問い合わせ先　自衛隊岩手地方
協力本部盛岡募集案内所（☎019-
641-5191）

岩手県学生会館では 
入寮生を募集します

　(公財）県学生援護会では、岩手
県学生会館（学生寮・東京都豊島
区）の入寮生を募集します。
■応募資格　大学院、大学、短期
大学、専修学校に通学する県出身者
■選考方法　書類審査
■選考日と申込期間　▶選考日　
❶5年２月17日㈮❷３月10日㈮▶
申込期間　❶１月10日㈫から２月
13日㈪まで❷２月18日㈯から３月
6日㈪まで　※❶は、選考日まで
に進学先が決定する人のみ

﻿同会館HP

■応募方法　右記QR
コードを読み取り同会
館ウェブサイトを確認
してください。
■問い合わせ先　同会館（☎03-
3972-4783）

参加者を募集しています。
■研修国　イギリス・オースト
ラリア・カナダ・サイパン・ハ
ワイ・カンボジア・ネパール
■日程　５年３月26日㈰から４月
6日㈭までのうちの12日以内
■対象学年　小学３年から高校３
年まで
■定員　各 10人程度
■内容　ホームステイ・英語研
修・文化交流・地域見学・野外活
動など
■参加費　34万８千円から78万8
千円※研修日程、対象学年、定員、
参加費は、研修国により異なります。
■申込期限　５年１月12日㈭、25
日㈬※研修国により異なります。
■問い合わせ先　同協会（☎03-
6825-3130）

悩みを持つアイヌの 
人のための電話相談

　（公財）人権教育啓発推進セン
ターでは、アイヌの人々が抱えて
いる悩みや困り事などの相談に応
じるフリーダイヤルを設置してい
ます。匿名可。相談は無料です。
■日時　平日（祝日、年末年始を除
く）午前９時から午後５時まで
■相談専用電話　0120-771-208

作った退職金制度です。事業主が
従事者の働いた日数に応じて掛け
金となる共済証紙を共済手帳に貼
ることで、従事者が林業界を辞め
たときに林退共から退職金を受け
取ることができます。
詳細は右記QRコード
を読み取り確認してく
ださい。 ﻿同事業本部HP

■問い合わせ先　（独）勤労者退職
金共済機構林業退職金共済事業本
部（☎03-6731-2889）
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平 高
L I F E
平高生活を送る生徒を紹介 !

平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/平高の魅力や話題を発信します　【問い合わせ先】平舘高　☎ 74-2610　HP：http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（10月届け出分）

※個人情報の観点からホームページ上に掲載しないこととしております。

■人口の動き【10月31日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,685（－10） 6,326（－4）
松 尾 5,508（－16） 2,557（－6）
安 代 3，893（－2） 1,748（±0）
合 計 24,086（－28） 10,631（－10）
男 性 11,608（－10）
女 性 12,478（－18）

出生 10 死亡 35
転入 40 転出 43

項 目 10月 １月からの累計

人身事故 2（0） 18（9）
物損事故 32（40） 362（339）
負 傷 者 2（0） 30（10）
死 者 0（0） 1（0）
飲酒運転 1（1） 1（3）
火 災 0（0） 13（6）
救 急 95（107） 1,134（1,052）

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

健やかに

（行政区・性別・保護者）

安らかに安らかに

お幸せに

★
平
高
に
入
学
し
た
理
由

一
日
体
験
入
学
で
硬
式
野
球
部

を
見
学
し
た
際
、
顧
問
の
先
生
や

先
輩
た
ち
が
優
し
く
対
応
し
て
く

れ
た
こ
と
が
入
学
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高

校
入
学
後
の
目
標
が「
文
武
両
道
」

だ
っ
た
の
で
、
家
か
ら
近
い
平
高

が
、
勉
強
時
間
も
部
活
動
の
時
間

も
多
く
確
保
で
き
る
と
思
い
入
学

を
決
め
ま
し
た
。

★
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

硬
式
野
球
部
で
は
県
大
会
出
場

を
目
標
に
、
普
段
の
練
習
の
質
を

上
げ
る
こ
と
を
意
識
し
、
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
平
高
恒
例
の
行
事
で
あ
る
紫
薫

祭
で
は
、
選
択
授
業
で
音
楽
を
選

ん
だ
生
徒
に
よ
る
合
唱
の
ピ
ア
ノ

伴
奏
を
務
め
ま
し
た
。
昼
休
み
な

ど
の
時
間
も
使
っ
て
、
約
１
カ
月

か
け
て
伴
奏
曲
の
練
習
を
頑
張

り
、
当
日
は
そ
の
成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
平
高
の
楽
し
い
と
こ
ろ
や
魅
力

特
に
体
育
祭
や
紫
薫
祭
が
、
友

達
と
盛
り
上
が
る
の
で
楽
し
い
で

す
。
紫
薫
祭
で
は
互
い
の
作
品
を

鑑
賞
し
合
う
こ
と
も
楽
し
い
で
す
。

★
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
社
会
貢
献
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
き
る

な
ら
、
地
元
に
就
職
し
て
市
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

　硬式野球部 キャプテン

畠山 結
ゆ う き

樹さん
（普通科２年：安代中出身）

ピアノ伴奏で合唱を盛り上げる畠山さん（手前）

33

本校の文化祭である「紫薫祭」が10月15、16の両
日行われました。新型コロナウイルス感染防止対
策のため入場者を保護者に限定しての開催でした
が、全校生徒一丸となって来場者に最高のおもて
なしができました。美術部展示、書道展、囲碁将
棋サロン、家庭研究部によるお茶会・生け花、吹奏

楽部演奏会など
文化部による企
画を中心に、ク
ラス・学年・委
員会企画、家政
科学科の展示・
研究発表など企ギター演奏で会場を沸かせる３年音楽選択生

画満載でした。今年の紫薫祭テーマ「天
て ん い む ほ う

衣無縫」～
Don’t worry Be happy～を生徒一人一人が意識
して、笑顔で楽しむことができた２日間でした。
◆西根一中と復興教育スクール交流学習会を行う

発表の感想を聞き取る平舘高の生徒

◆伝統の紫
し く ん さ い

薫祭を開催

本校３年生の10人が、いわて復興教育スクール
事業の一環として１０月２８日、西根第一中学校を訪
問し、２年生３４人と交流学習を行いました。
　交流学習では本校３年生と西根第一中学校の
２年生が、それぞれ沿岸被災地を訪問した内容
を、スライドを
用いて発表。そ
の後、グループ
に分かれて、発
表 の 感 想 を 共
有し、交流を深
めました。

生徒が主役の取り組み

平高ＨＰは
こちら﻿から
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地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

地
域
お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

博物館博物館だよりだより

図書館図書館だよりだより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

� 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.72

浅沢子供神楽会

◎結成何年目？きっかけは？
　結成15年目です。市指定文化財（無形民俗文化
財 ）である浅沢神楽を子どもたちに伝えていくた
め、結成しました。
◎活動の内容は？
　伝統芸能の継承と地域の世代間交流を目的に地
域の祭りや集会で披露できるように練習に取り組
んでいます。
◎活動の魅力は？
　伝統的な神楽の衣装
を身に着けて舞うこと
で伝統を感じ、舞の意
味や郷土の歴史に触れ
ることができます。ま
た、太鼓や笛の音、
手
て ひ ら が ね

平鉦（両手で持ち、す 日本遺産認定記念シンポジウムで披露

り合わせて音を出す楽器）に合わせて舞う姿はと
ても神秘的で見るだけでも楽しんでもらえると思
います。
◎活動をして感じる効果は？
　伝統を継承していくという強い思いを持って活
動しているので、責任感が強くなると思います。
また、地域の人との関わりが深いので郷土愛が育
まれます。
◎今後の目標は？
　子どもたちが減っているので、浅沢地域に限ら
ず他地域との交流を続け、浅沢神楽を後世に継承
していきたいです。
◎活動日時・場所は？
　隔週水曜日午後７時半から浅沢コミュニティセ
ンターで活動しています。イベント前は集中的に
練習しています。神楽や伝承活動に興味のある人
は見学・体験にきてください。
■問い合わせ先　浅沢コミュニティセンター（☎
72-2962）

メンバー8人（12月1日現在）
代表：佐藤 智彦＝浅沢第１＝
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市
に
移
住
し
て
２
年
目
。

今
年
は
人
生
初
の
そ
ば

収
穫
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

鎌
を
片
手
に
そ
ば
を
刈
り
、
束

ね
、
そ
の
束
を
さ
ら
に
ま
と
め

て「
シ
マ
」を
作
り
、
乾
燥
さ
せ

る
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
体

験
。
畑
か
ら
そ
ば
が
刈
り
取
ら

れ
シ
マ
が
並
ん
で
い
く
様
子
に

達
成
感
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
八
幡
平
山
頂
で
活
動

す
る
ガ
イ
ド
さ
ん
達
に

教
わ
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。
何
回
、
山
に
行
っ
て
も
新

今月の担当

立川 達
た つ や

也 さん

し
い
発
見
や
気
付

き
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
先
輩
か
ら
地

域
の
文
化
・
自
然

環
境
・
歴
史
な
ど

の
知
識
や
ガ
イ
ド

と
し
て
の
安
全
管

理
・
接
客
な
ど
の

技
術
を
学
び
、
将
来
は
プ
ロ
の

ガ
イ
ド
と
し
て
独
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。「
ま
た
八
幡
平
に
行

き
た
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ガ
イ
ド
を
目
指
し
、

日
々
ガ
イ
ド
の
勉
強
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

八
幡
平
山
頂
付
近
で
は
、

10
月
に
も
か
か
わ
ら
ず

雪
が
降
っ
て
い
て
、
シ
ー
ズ
ン

初
の
雪
を
体
験
し
ま
し
た
。
岩

手
山
を
眺
め
る
と
白
い
部
分
が

増
え
て
き
て
、
冬
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
経
験
の
少
な
い

雪
山
も
ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
に

ど
ん
ど
ん
雪
山
に
も
入
っ
て
経

験
を
積
み
、
四
季
を
通
じ
て
市

の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
ガ
イ
ド

に
な
れ
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。

八幡平山頂付近では降雪が見ら
れました

初
体
験
の
そ
ば
収
穫

シ
マ
を
作
っ
て
乾
燥
中

図書館ＨＰはこちら﻿

◆『魔女の宅急便』を英語と日本語で楽しみませんか
　英語と日本語によるおはなし会「Tom&Tam 
Story Time」特別編では、『魔女の宅急便』

（原作／角野栄子）を、ワンポイント解説を交えながら、
第４章と第５章を朗読します（全２回）。

■参加費　無料　※事前申し込み不要、先着優先。マ
スク着用など、感染症対策をして参加ください。

博物館ＨＰはこちら﻿

展示資料紹介 「 石
せ き ぞ く

鏃 」

　本館で常設展示中の「石鏃」（松尾地区・長者屋敷Ⅱ
遺跡出土）を紹介します。
◆縄文時代の狩りの道具
　市内の縄文時代の遺跡からさまざまな種類の石器
が出土しています。この石鏃は石で作られた鏃

やじり

で、
縄文時代に狩りの道具として、弓矢の矢の先端部に
取り付けて使用しました。狩りは縄文時代以前から
人々の大切な生業のひとつで、旧石器時代は尖

せ ん と う き

頭器
という石の槍が使用されていました。しかし、縄文
時代に入り気候が暖かくなると、それまで生息して
いたナウマンゾウなどの大型動物が絶滅し、シカや
イノシシなどの中型動物が台頭し狩りの方法も変化
していきました。縄文人は弓矢を開発すると、遠く
離れた場所から安全に素早い動物を狩ることが可能
になったのです。

◆縄文時代の代表的な石器
　縄文時代の遺跡の発掘調査で土器に次いで多く出
土するものが石器です。その中でも石鏃はたくさん
出土するため、縄文時代の代表的な石器です。石鏃
は、縄文時代の始まりの草創期から終わりの晩期（約
12,000 ～ 2,000 年前）まで使用されました。

写真はいずれも松尾地区・長者屋敷Ⅱ遺跡から出土の縄文時代
中期（約4,500 ～ 4,000年前）の石鏃　八幡平市 蔵﻿

◆読書マラソンがラストスパート
　読書マラソンは12月26日㈪までです。参加者はスタン
プカードを５年１月15日㈰までに提出してください。

昨年の story time 特別編の様子﻿ 日本語と英語の『魔女の宅急便』﻿

◆冬季の開館時間変更・年末年始の休館のお知らせ
　12月１日㈭から５年３月31日㈮までの期間、図書
館の開館時間が下記の通り変わります。
■開館時間　午前9時から午後６時まで
　　　　　　（日曜・祝日は午後５時まで）

▶年末年始休館日　12月28日㈬から５年１月３日㈫まで
※12月28日は図書整理日のため休館です。休館中の返却は、
返却ポストを利用してください（視聴覚資料は除く）。

※松尾・荒屋両コミュニティセンター図書室の
開館時間は変更ありません。

■日時　①12月17日㈯午後４時から、②18日㈰午後
２時半から（各回１時間半程度を予定）

▶休館日（変更なし）　毎月最終日( 土・日・祝日の場合
は最後の平日)、毎週火曜日
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線１２02）

防
災
行
政
無
線
は
放
送
後
24
時
間
以
内
で
あ
れ
ば
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス（
☎
68
・
７
３
１
３
）※
通
話
料
は
利
用
者
負
担

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

防災安全課　地域安全係 ☎・内線 1265
　　　　　　消防防災係 ☎・内線 1261

防 災
緊
急
情
報
を
速
や
か
に

伝
達
す
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

火
災
が
発
生
し
や
す
い

冬
の
時
季
を
迎
え
ま
す

防 火

▼
４
つ
の
習
慣

❶
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

❷
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

❸
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

❹
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

▼
６
つ
の
対
策

❶
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い
た

機
器
を
使
用
す
る
。

❷
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10 

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

❸
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ
ン

は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

❹
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認

し
て
お
く
。

❺
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、
備

　
令
和
３
年
中
に
、
市
内
で
７
件
の
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
今
年
は
10
月
末
時
点

で
13
件
と
倍
増
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
財

産
や
命
を
奪
う
火
災
を
、
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

■
住
宅
の
防
火
対
策

　
住
宅
防
火
に
お
け
る「
い
の
ち
を
守
る

10
の
ポ
ン
イ
ト
」は
次
の
と
お
り
で
す
。

え
て
お
く
。

❻
防
火
防
災

訓
練
へ
の
参

加
、
戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み

の
防
火
対
策

を
行
う
。

市内で発生した建物火災﻿

　
日
本
の
上
空
を
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
通
過

す
る
事
案
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
に
飛
来
す
る
可

能
性
が
あ
る
場
合
、
国
は
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
※
）を
活
用
し
防

災
行
政
無
線
で
特
別
な
サ
イ
レ
ン
音
と
緊

急
情
報
を
流
す
ほ
か
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

や
テ
レ
ビ
な
ど
で
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

※Ｊアラートとは
　弾道ミサイルに
関する情報のほ
か、緊急地震速報、
津波警報、気象警
報など、対処に時
間的余裕のない事
態に関する情報
を、国から住民へ
瞬時に伝達するシ
ステムです。

近くの建物の中や地下に避難。

物陰に身を隠すか、
地面に身を伏せて頭部を守る。

窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する。

※できれば頑丈な建物が望ましい
屋外に
いる場合

建物が
ない場合

屋内に
いる場合

落ち着いて、直ちに行動してください
弾道ミサイル発射による避難メッセージが流れたらＪアラート

森さんの水彩画の特別展示に見入る来場者

待ちに待った芸術の花咲く
市芸術祭で舞台・展示の両部門開催は３年ぶり

　市芸術祭は10月22、23の両日、松尾コミュニティセ
ンターで舞台部門が、29、30の両日は西根地区市民セ
ンターで展示部門が行われ、それぞれの会場は、音楽
発表や作品を鑑賞する多くの来場者でにぎわいました。
　展示部門では水彩画家で市内在住の森薫さんの特別
展示も行われ、森さんは「中学の時、プロの画家の作品
を見たことが、この道を目指すきっかけになった。私
の作品を見た子どもの中から、この道を目指す人が出
てきたらうれしい」と柔らかな笑みを浮かべました。

むらさきコーラスの歌声で芸術祭の舞台発表が幕を開ける

結婚生活60周年を迎えた54組の夫
婦に褒状が贈られる（11月10日、 ダ
イヤモンド婚を祝う会 ）

企画展「安比川流域の縄文文化」の展示
解説会で学芸員の説明に興味深そうに
耳を傾ける来館者（10月29日、博物館）

平舘高生が地元食材を使い、新安比温
泉の朝食メニューを考案（11月18日、朝
食レシピコンテスト「八幡平の宝物」）

寄り添う相談を心掛けて
県内では本年度唯一の法務大臣表彰を受賞

　人権擁護委員に対する法務大臣表彰を受賞した遠
藤友

と も こ

子さんが10月31日、佐々木孝弘市長に受賞の報
告をしました。
　平成23年から人権擁護委員に従事。相手の気持ち
に寄り添う姿勢や「人権の花」運動など啓発活動の取
り組みが評価されました。遠藤さんは「相談対応は大
変なことが多いが、子どもたちとの交流など楽しみ
ながら活動できた。５年12月まで活動しているので
気軽に声を掛けてほしい」と意欲を示しました。佐々木市長と受賞の喜びを語る遠藤さん（右）
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

平和ポスターコンテストに入賞した皆さん

平和な未来を絵で表現
テーマに合わせて理想のリーダー像を描く

　西根ライオンズクラブが11月2日、平和ポスター
コンテスト表彰式を市商工会館で行い、入賞者15人
に賞状が手渡されました。
　「思いやりあるリーダーになろう」をテーマに西
根・松尾地区の小中学生76人が応募。絵の構成や色
彩などそれぞれの思いを丁寧に描き上げました。
　最優秀賞を受賞した青木琉

な る

さん（田頭小5年）は「戦
争で苦しんでいる人たちを助けたい。困っている人を
助けられるリーダーになりたい」と思いを述べました。全国高等学校弓道選抜大会での活躍を誓う古川さん（右）

平常心を心掛け全国に挑む
全国高校弓道選抜大会県予選会の優勝を報告

　第41回全国高等学校弓道選抜大会県予選会個人競技
で優勝した古川真

ま い

愛さん（松尾中卒、盛岡一高２年）が
１１月10日、佐々木孝弘市長に優勝を報告しました。
　先輩の弓を引く姿に憧れ、高校生から弓道を始め
た古川さん。一本一本無駄にしないことを心掛け、同
大会では12射中10射を的中させ、優勝を飾りました。
　12月23日から始まる全国大会に向けて「基本動作で
ある射

し ゃ ほ う は っ せ つ

法八節のうち、射る直前の状態を示す「会
か い

」が課
題。全国では強い「会」を見せたい」と決意を述べました。

市農業委員会が経営所得安定対策
など５項目にわたる意見書を市に
提出（11月７日、市役所）

３年ぶりの開催に多くの来場者で
にぎわう平舘ふれあいまつり（10
月22日、平舘コミセン）

好天の下、元気にスタートするラン
ナー（11月6日、市クロスカントリー
大会兼市スポーツ少年団駅伝祭り）

みんなで育てた収穫大集合
寺田小児童がカレーライスを作り収穫を祝う

自分たちが育てた具材入りカレーを美味しそうに食べる児童

作品や福祉車両展示、出店などでに
ぎわった３年ぶりの福祉まつり（10
月29日、市総合福祉センター）

競技観戦と市の魅力をＰＲ
国体開催100日前イベントで機運を盛り上げる

　いわて八幡平白銀国体100日前イベントが11月３
日、イオンモール盛岡で行われ、来年の２月17日から
始まる国体開催の機運を盛り上げました。
　北京オリンピック複合団体銅メダリストの永井秀
昭選手や佐々木孝弘市長などによるトークライブな
ども行われ、永井選手は「国体では、地元の皆さんに
現役最後の姿を見せることができる。ぜひ競技会場
で観戦し、雪を思う存分楽しんでほしい」と国体競技
の観戦を呼びかけました。競技のほか地元のグルメなども紹介するトークイベント参加者

受け継がれる漆の文化
日本遺産認定記念シンポジウムを開催

　安比川上流域に根差した漆文化を広く知ってもらお
うと11月13日、二戸市浄法寺文化交流センターで「よみ
がえる漆文化」と題してシンポジウムが行われました。
　シンポジウムには八幡平市と二戸市の市民約300人
が参加。オープニングでは浅沢地区に伝わる浅沢神楽
が披露され会場をにぎわせたほか、記念講演やパネル
ディスカッションが行われ、参加者は古くから続く漆
文化を、今後の地域活性化につなげようと期待した様
子で熱心に耳を傾けていました。 伝統文化の継承について語る小山田和義氏（右から２番目）

安比高原ふるさと倶楽部と関係機関
が野芝草原維持のため恒例の野焼き
（10月31日、安比高原・ぶなの駅付近）

　地域ふれあい収穫祭が11月11日、地域住民５人を招
いて寺田小で開かれ、児童が学校園で育てた野菜など
で作ったカレーライスをふるまい、収穫を祝いました。
　当日は５・６年生が作ったカレーや５年生が校庭で
収穫し漬けた梅漬けを全校で味わうとともに、農業体
験でお世話になった住民へ感謝状を贈りました。
　３杯目をおかわりした畠山凱

が い と

斗さん（６年）は「皮む
きを担当した。ごはんはホクホクして、家で食べるの
と同じくらい美味しい」と口いっぱい頬張りました。

団結して取り組んだ撮影や文化祭の話に聞き入る生徒たち

受け継がれた「同
は ら か ら

胞」の心
松尾中創立70周年記念し、講演会を開催

　松尾中は学校創立70周年を記念して、旧松尾村を舞
台に、1975年に公開された映画「同胞」に係る講演会を
10月18日に開き、同胞の精神を学びました。
　講師に映画で主演を務めた倍賞千恵子さんと親交の
深い工藤金

か ね こ

子さんを招き、1992年の文化祭に倍賞さん
を呼ぶまでの軌跡を映したDVDの鑑賞など、生徒たち
は興味深そうに見入っていました。工藤さんは「仲間と
ともに、夢や希望を持って何事にも取り組んでほしい」
と言葉の大切さを伝えながら語りました。
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▪
編
集
後
記

▽
子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る

と
、思
い
も
し
な
い
感
想
が
毎
回
。目
に

映
る
一
瞬
を
切
り
取
り
言
葉
に
す
る
瞬

発
力
や
表
現
の
み
ず
み
ず
し
さ
に
感
動

し
た
り
、言
葉
に
詰
ま
っ
た
り
、吹
き
出

し
た
り
。帰
宅
が
遅
い
日
が
数
日
続
い
た

先
日
、
子
ど
も
が
私
の
顔
を
見
て
一
言
。

「
久
し
ぶ
り
！
」　　
　
　
　
　
　
　
智〇　

▽
ミ
ス
さ
ん
さ
踊
り
に
選
ば
れ
た
千
葉

彩
楓
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。３
年
ぶ
り

に
開
催
予
定
の
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
向

け
、連
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
姿
は
、真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。生
で
盛
岡
さ
ん
さ

踊
り
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、今

回
は
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ

ん
も
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。� 

雅○

▪
編
集
後
記

▽
松
尾
中
70
周
年
記
念
文
化
祭
に
女
優

の
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。昭
和

50
年
公
開
の
映
画「
同
胞
」の
ロ
ケ
の
縁

で
、平
成
４
年
に
は
文
化
祭
へ
倍
賞
さ
ん

を
招
待
。今
回
70
周
年
の
企
画
に
よ
る
関

係
者
の
尽
力
が
、
縁
や
記
憶
、
歴
史
を
次

へ
紡
い
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　

  

智〇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇

▽
第
41
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大

会
県
予
選
会
個
人
競
技
で
優
勝
し
た
古

川
真ま

い愛
さ
ん
。イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て

弓
道
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。12
月
末
に
全
国
大
会
が
あ
る

の
で
、皆
さ
ん
も
一
緒
に
応
援
し
ま
し
ょ

う
。※
取
材
を
通
じ
て「
射
法
八
節
」と
い

う
言
葉
を
学
び
ま
し
た
。�

 

雅○

【広　告】【広　告】

●104●113

慣
れ
親
し
ん
だ
コ
ー
ス
で
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
い

平成17年生まれ。盛岡農高３年。両親と兄、
姉、弟の６人家族。好きなものをいっぱ
い食べるので大食いが特技。休日は特に
熱中しているギターを弾いたり料理をし
たりして過ごす。憧れの選手はフリー
ダ・カールソン選手。

や
ま
も
と
・
ち
づ
る
　
17
歳
　
＝
南
寄
木
＝

山
本　

千
鶴 
さ
ん

盛
岡
農
高
ス
キ
ー
部
　

ガリウムカップ第33回全日本公認田山クロス
カントリー大会で懸命に前を追う山本さん

　
柔
ら
か
な
笑
顔
の
持
ち
主
は
、い
わ

て
八
幡
平
白
銀
国
体
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
少
年
女
子
に
出
場
が
期
待
さ
れ

る
盛
岡
農
高
３
年
の
山
本
千
鶴
さ
ん
。

「
国
体
は
、
普
段
の
大
会
で
は
出
場
で

き
な
い
リ
レ
ー
競
技
に
、県
を
代
表
す

る
選
手
た
ち
と
出
場
で
き
る
の
で
、モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。会
場

の
田
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
コ
ー
ス
は
練

習
や
大
会
な
ど
で
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
走
っ
て
き
た
コ
ー
ス
。い
ろ
い
ろ
な

思
い
出
が
あ
る
の
で
、悔
い
の
な
い
よ

う
に
大
会
を
楽
し
み
な
が
ら
走
り
た

い
」と
地
元
国
体
へ
の
出
場
に
向
け
、

意
気
込
む
。

　
競
技
を
始
め
た
の
は
中
学
生
か
ら

で「
兄
と
姉
が
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

を
や
っ
て
い
て
、
大
会
に
は
必
ず
応

援
に
付
い
て
行
っ
て
い
た
。
走
る
姿

が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
」と
当
時
を
振
り
返
る
。本
格
的

に
競
技
を
始
め
て
か
ら
は
、
夏
場
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
基
礎
練
習
に
も
真
摯
に
向

き
合
っ
て
き
た
。
一
日
一
日
の
練
習

を
大
切
に
地
道
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

重
ね
た
結
果
、
全
国
の
舞
台
に
立
て

る
ま
で
に
成
長
を
遂
げ
る
。
遠
征
で

全
国
を
飛
び
回
る
生
活
の
中
で
、
名

所
巡
り
や
名
物
を
食
べ
る
こ
と
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
な
が
ら
、
競
技

と
向
き
合
う
。
遠
征
先
で
は
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
選
手
た
ち
と
の
交
流
で
、

試
合
に
臨
む
気
持
ち
の
作
り
方
を
学

ぶ
な
ど
、
自
身
の
さ
ら
な
る
成
長
に

つ
な
げ
た
。

　
高
校
生
活
の
集
大
成
と
し
て
挑
む

国
体「
ど
ん
な
時
も
、家
族
は
そ
ば
で

支
え
て
く
れ
た
。応
援
を
力
に
変
え
、

国
体
入
賞
と
い
う
目
標
に
向
か
い
練

習
に
取
り
組
み
た
い
」と
さ
ら
な
る

飛
躍
を
誓
う
。

注
目
選
手




